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1. 概要 

本アプリケーションノートは、当社製品 neoVI RED/FIRE 上で Vehicle Spy3 (以下 VSpy3 と表記)の VehicleScape DAQ を使用し

たスタンドアロンでのロギング方法について neoVI FIRE を使用して解説します。  
 
本アプリケーションノートは当社ウェブサイトの“製品マニュアルや仕様書“の“アプリケーションノート：データロギング編“に

あります”アプリケーションノート_Vehicle-Spy_データロギング編.pdf“を読まれて内容を理解された方を対象にしています。 
 

VehicleScape DAQ ロンロギング方法（*1）。 
  

PC ロギング 
 
スタンドアロンロギング 

生値保存 不可 可能 

シグナル値保存 可能 可能 

保存データの VSpy３上での再生 不可 可能 

保存形式 csv / vsb / asc / caniff / mat / mdf 同左 

特徴 ・柔軟なトリガー設定 
・スクリプト・ファンクションブロックやグ

ラフィカルパネルと連動した高度な設定 
・さらに診断、ccp/xcp ロギング、neoVI 
の電力管理などを含めた総合ロギング環境 

同左 

表 1.1 
注記） 
(*1)：Vehicle Spy には今回取り上げるロギング方法以外に幾つかのロギング方法が存在します。 
 

2. 試験環境 

2.1. 本試験で使用したソフトウェア 

PC OS:  Windows10（Windows 8/8.1/7/XP いずれでも使用可能） 
Vehicle Spy3 Version: 3.7.1.83 

2.2. 本試験でのシステムブロック 

 
  

neoVI FIRE 電源(+12V) 

neoVI FIRE ロギング用 

CAN 

+12V 

CAN 

+12V 

+12V 

ダミーCAN データ発生 
FIRE② 

FIRE① 

インターフェースボード 

図 2.2.1 
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2.3. 試験写真（ロギング時） 

 

3. 準備 

 本試験では OBD 等に接続する代わりにダミーデータを使用してロギングを行います。 ダミーデータは neoVI FIRE②にダミーデー

タ発生用のスクリプトを書き込みそのスクリプトを実行します。 
 実際には OBD 等のロギング対象物からのデータをロギングします。 対象物に接続できる環境をお持ちの場合はその対象物からのデ

ータを使用しますので本項を飛ばして次の項に進んでも問題ありません。 

3.1. ダミーデータ発生用スクリプト 

スクリプト名： FIRE_DumyData_B01.vs3 
スクリプト内容：   
1) ダミーデータ発生用 ID: ID は 0x01, 0x0A, 0x32, 0x64 の 4 つ使用。 
2) 発生周期：それぞれ以下の周期となります。 

ID 周期 
0x01： 約 20ms 
0x0A： 約 40ms 
0x32： 約 80ms 
0x64： 約 120ms 

3) シグナル：それぞれの ID に対して以下のバイトを使用してダミーシグナルを作成しています。それぞれのシグナル値は送信毎に

値をインクリメントして送信します。（初期値 0）。 
ID 定義バイト  シグナル名 
0x01： Byte 7,8  Counter_1_1 
0x0A： Byte 5,6  Counter_2_1 
0x32： Byte 3,4  Counter_3_1 
0x64： Byte 1,2  Counter_4_1 

実行結果： 

 
 
 

  

neoVI FIRE 
（①）

neoVI FIRE 
（②）

電源 

(+12V)

インターフェースボード 

写真 2.3.1 

ID ダミーデータ 送信周期 

図 3.1.1 
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4. VehicleScape DAQ によるロギング例 

 VehicleScape DAQ はシグナルデータを取得する為のツールで診断とロギングを統合しています。 

4.1. データベース及びプラットフォームの設定 

1. VehicleScape DAQ を使用する為には、データベース及びプラットフォームの設定が必要です。 当社ウェブ上にあります“アプ

リケーションノート Vehicle Spy3 データベース 基礎編”を参照してデータベース及びプラットフォームの設定を行って下さ

い。 
 
2. 今回は以下のデータベース及びプラットフォームを使用します。  
1) データベース名：Standalone_VScapeDAQ_411_A00.dbc 
2) プラットフォーム名：Standalone_VScapeDAQ_411_A00 
 

 
 
 
  

図 4.1.1 
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3. データベース及びプラットフォームの設定終了後メニューより VehicleScape DAQ を選択します。データベース及びプラットフォ

ームが正常に設定されていれば、以下のように表示されます。 
 

 
 
 
 
  

図 4.1.2 

今回使用しない 
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4.2. Channelsタブの設定 

1. ロギングの為のシグナルを選択します。 
“Channels”タブ -> “All>>“ -> 希望のシグナルを選択。 

 

 
 
  

図 4.2.1 

ロギングしたいシグナル又はメッセージを選択。 

選択すると、ここにエントリーされます。 

 

注記） 

”Standalone Logging”タブで“Enter Bus”を 

選択した場合は本設定には関係無くすべてのシグナル 

及びメッセージがロギングされます。 

設定したデータベースの内容が反映されます。  
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4.3. 電源ON後からCANバス上の全シグナルデータを500メッセージ分1回だけロギング 

4.3.1. “Database/hardware Setup”設定 

4.1 項参照。 

4.3.2. “Channels”設定 

4.2 項参照。 

4.3.3.  “PC Logging”設定 

本タブは PC ロギング用です。 

4.3.4. “Standalone Logging”設定 

1. 本タブで、ロギングの制御を行います。 
2. ディフォルト設定状態から以下の部分を変更します。 
 

 
 
  

500 メッセージ取得したら終了。 

500 メッセージ取得。 

図 4.3.4.1 
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図 4.3.4.2 

設定完了後 CoreMini で書き込む。 
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4.3.5. 設定内容の書き込み 

“Standalone Logging”タブでの設定が完了したら、“Generate”ボタンをクリックして CoreMini で書き込みを行います。

CoreMini ではエラーが無いことを確認して下さい。 
 

 
 

4.3.6. ロギングスタート及び確認 

1. スタンドアロンロギング開始 
 上記 4.3.5 項の書き込み後、PC からのロギング用 FIRE①への USB ケーブルを外し FIRE①の電源を一旦落とします。ダミーデータ

発生用 FIRE②（FIRE②が無い場合は OBD 等）とロギング用の FIRE①を接続します。 その後再度両 FIRE への電源を On します。 

OBD 等へ接続している場合は OBD 側の電源（車の電源）とロギング用 FIRE①の電源を On します。 
 

2. スタンドアロンロギング中 
 ロギング中は FIRE①の赤 LED が早い点滅、緑の LED が遅い点滅をします。 問題がなければ約 1 分程度で 500 メッセージはロギ

ングできます。 
3. スタンドアロンロギング終了 
 FIRE①の電源を Off にして、FIRE①から SD-Card を抜き取って PC へ挿入します。 
 

 
  

エラーが無いこと。 

図 4.3.5.1 

写真 4.3.6.1 

SD-Card 
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4.3.7. SD－Cardからのデータのエクストラクト方法 

1. ロギングデータのエクストラクト 
 PC に SD-Card を挿入したら、以下の手順でロギングデータを SD-Card よりエクストラクトします。“Extract/Export”を選択し

て“Extract to VSPY binary[.vsb]”をクリックします。 

 
 

  

図 4.3.7.1 

PC に挿入した SD-Card のフォルダーが表示されます。 

エクストラクトされたデータの保存先フォルダー。 

エクストラクト開始ボタン。 
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4. データエクストラクト開始 
 エクストラクト開始ボタンを押して SD-Card からデータのエクストラクトを開始します。 

 
  

図 4.3.7.2 

メッセージデータを csv 形式で保存する場合チェックを入れる（今回使用）。 

シグナルデータを csv 形式で保存する場合チェックを入れる（今回使用）。 

Export でエクストラクト開始。 

エクストラクトデータ。 

シグナルデータ。 

メッセージデータ。 
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4.3.8. ロギングデータの確認 

1. シグナルデータとメッセージデータがロギングされています。 

 
 
  

図 4.3.8.1 

シグナルデータ。 
メッセージデータ。 
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4.4. 電源ON後からCANバス上の特定グナルデータを500メッセージ分1回だけロギング 

4.4.1. “Database/hardware Setup”設定 

4.3.1 項参照。 

4.4.2. “Channels”設定 

1. “Channels“タブで必要なシグナルのみを選択します。 
 

 

4.4.3. “Standalone Logging”設定 

1. “Standalone Logging“タブの”Message Collection Options“で”Selected Channels“を選択します。 
 

 
 

4.4.4. ロギングスタート及び確認 

4.3.6 項参照。 

4.4.5. SD-Cardからのデータのエクストラクト方法 

4.3.7 項参照。 

4.4.6. ロギングデータの確認 

4.3.8 項参照。 
 
  

図 4.4.2.1 

必要なシグナルを選択。 

図 4.4.3.1 

Selected Channels を選択。 
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4.5. シグナル値が規定の範囲を超えた時点から100メッセージ分1回ロギング 

4.5.1. “Database/hardware Setup”設定 

4.3.1 項参照。 

4.5.2. “Channels”設定 

4.3.2 項参照（全シグナル使用）。 

4.5.3. “Standalone Logging”設定 

トリガー条件としてシグナル“Counter_4_1”が 100 を超えた時点とします。 このトリガーポイントから 100 メッセージ分ロギン

グします。 
 

 
 
 
 
  

図 4.5.3.1 

トリガー条件の設定。 

トリガーポイントから 100 メッセージ分ロギング。 
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4.5.4. ロギングスタート及び確認 

4.3.6 項参照。 

4.5.5. SD-Cardからのデータのエクストラクト方法 

4.3.7 項参照。 

4.5.6. ロギングデータの確認 

4.3.8 項参照。 
 
  

図 4.5.3.2 

1 回だけロギング。 

ディフォルト設定。 

ディフォルト設定。 

ディフォルト設定。 
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4.6. 特定シグナルデータが特定値を超えた時点の前後1秒をロギング 

4.6.1.  “Database/hardware Setup”設定 

4.3.1 項参照。 

4.6.2. “Channels”設定 

4.3.2 項参照（全シグナル使用）。 

4.6.3.  “Standalone Logging”設定 

トリガー条件としてシグナル“Counter_4_1”が 100 を超えた時点とします。 このトリガーポイントの前後 1 秒間をロギングしま

す。  
 

 
  

図 4.6.3.1 

トリガー条件の設定。 

トリガーポイントの前後 1 秒をロギング。 
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4.6.4. ロギングスタート及び確認 

4.3.6 項参照。 

4.6.5. SD-Cardからのデータのエクストラクト方法 

4.3.7 項参照。 

4.6.6. ロギングデータの確認 

4.3.8 項参照。 
  

図 4.6.3.2 

ディフォルトのまま使用。 

ディフォルトのまま使用。 

ディフォルトのまま使用。 
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5. スタンドアロンロギング中のLEDの点滅状態 

スタンドアロンロギング中 FIRE/RED の LED ランプの状態は以下のようになります。 
 
1. VehicleScapeDAQ でのスタンドアロンロギング中は、赤 LED が早い点滅、緑 LED が遅い点滅となります。 

詳細は以下を参照下さい。 
1)  http://www.intrepidcs.com/support/ICSDocumentation/neoVIHardware/neoVIhelpdoc.html 

 

6. サンプルプログラム 

 本資料で使用したサンプルファイルまたはデータベース等は当社ウェブ上に以下のファイル名で掲載してあります。 
ファイル名：Capture_DAQ_Standalone_Log_Example_A00.zip 

7. まとめ 

本アプリケーションノートは、当社の Vehicle Spy 3 ソフトウェアのキャプチャ・ファンクションブロックに関して解説しています

が、機能のすべてを網羅した解説とはなっておりません。  
 
ご不明な点等ございましたら、icsjapan@intrepidcs.com までメールで質問をお願い致します。 

8. 変更履歴 

 
日付 バージョン 変更内容 作成者 

2015/07/01 1.0 初版作成 春川 

9. 用語一覧 

 
PC ロギング 当社ハードウェア製品を PC に接続した状態で、車載ネットワーク等からのデータを取得し、そ

のデータを PC 上に保存すること。 
スタンドアロンロギング PC から独立した状態で、当社ハードウェア製品内蔵の SD カードに対して、車載ネットワーク等

からのデータを保存すること。 
スタンドアロンモード neoVI ハードウェアは PC から独立した状態（ワイヤ接続していない状態）。 
バッファー 測定中のデータの PC メモリ上の保存領域。Messages 画面上の Save ボタン押下により、この

バッファー上のデータが PC 上へ保存されます 
スタートボタン Vehicle Spy 画面左上の青い矢印ボタン 
生値、生データ CAN などの車載ネットワーク上の、デコードされていない生のメッセージ。単にメッセージとも

言います。 
シグナル 生値を、RPM や車速など人間が読み取れる内容に変換したデータ。 
データディレクトリボタン Vehicle Spy 画面右上のフォルダー印のボタンを押下すると、Vehicle Spy のデータ出力先フォ

ルダーが開きます 
CoreMini（コアミニ） neoVI のスタンドアロン動作に必要な設定ファイル。用例：CoreMini をコンパイルする。

CoreMini を neoVI へダウンロードする。 
vsb（Vehicle Spy Binary） Vehicle Spy 固有の、CAN メッセージ等の生値保存形式。 

 
 
 


